
◎Q&A （通学調査でいただきました主なご意見です）

問１: 前期課程（小学生）です。住んでいる地区は，スクールバス乗車対象地区ですが，自宅から古川西小中

学校までの実測した距離が1.9kmでしたので，スクールバス利用を諦めないとだめですか。

答１: 実測は2km未満とのことですが，地区としてスクールバス利用対象地区であれば，スクールバス利用は

可能です。スクールバス利用申請を提出ください。

問２: 後期課程（中学生）です。居住地区は，スクールバス乗車対象外ですが，実測は3.9kmありました。こ

の場合，地区として許可されていないので，スクールバスを利用することはできないのでしょうか。

答２: 実測は3.9kmとのことですので，地区としてスクールバス利用対象外の地区であっても，スクールバス

の利用は可能です。

問３: 現在「指定校変更」で，西部地区の小学校に通学しています。統合で現在の小学校より遠くなるので，

スクールバスを利用できないでしょうか。

答３: 「指定校変更」の手続きの際に，「指定校を変更するにあたっては，通学は親の責任で行う」に同意いた

だいています。従いまして，「指定校変更」の場合はスクールバスを利用することはできません。

問４: 前期課程（小学生）です。スクールバス乗車対象外の地区に居住しています。放課後，学童保育の利用

を考えているので，「帰りのみスクールバス利用」は可能でしょうか。

答４: スクールバス利用の対象外の地区にお住まいであれば，原則としてスクールバスを利用することはでき

ません。「帰りのみ」であっても同様となります。

問５: スクールバス利用で，朝に乗る場所と帰りに降りる場所を変えることは可能ですか。

答５: 子供達の乗車状況の把握の観点から，好ましくないと考えております。原則として，朝と帰りは同じバ

スを利用することになります。

問６: スクールバスは朝と帰りで1回だけ走るのでしょうか。

答６: 朝は1便のみとなります。帰りは，時間をずらして「小学校低学年用」「小学校低学年＋中学生用」「中学

生（部活動後）」の3便を予定しています。なお，「小学校低学年用」「小学校低学年＋中学生用」の２便

は，学童の場所に停車します。

問７: 長期休業中にプールや部活動に行くためのスクールバスは出ますか。

答７: 回数に限りがありますが，プールバスは計画しています。部活動のためのスクールバスは出ません。

【資料】 「スクールバス利用の基準」について
①行政区毎に，在籍する児童生徒の通学距離（片道）を調べ，「平均距離」を算定しています。

②①の「平均距離」を，前期課程（小学生：2km以上），後期課程（中学生：3km以上）の基準に照ら

し合わせ，それぞれの地区がスクールバス利用の対象行政区になるか判断します。

例えば，算出された「平均距離」が「2.8ｋｍ」だった場合は，小学生は「スクールバス利用可」，中学生は「不可」

となります。

＊算出した「平均距離」（令和5年度在籍予定児童生徒；単位はkm）

校区 行政区 平均 校区 行政区 平均 校区 行政区 平均 校区 行政区 平均

志 渋井 1.3 高 堀込 7.7 西 荒田目 1.0 東 向三丁目 7.1

田 上中目 3.4 倉 古川新田 7.5 古 柏崎 2.5 大 三丁目 4.9

小 飯川上 4.1 小 中沢 6.9 川 斎下 4.1 崎 新田西 4.3

飯川下 3.1 猪狩 5.1 小 保柳 1.4 小 新田中 3.7

堤根 7.4 耳取 2.7 新田東 4.3

南引田北 6.3 新堀 2.1 新田南 2.2

引田 5.6 西古川駅前 2.4 成田 5.8

北谷地 5.3 氷室 ( ) 大崎中 4.1

矢目 4.3 大崎南 2.9

柳原 6.2 大西 3.8

大崎北 ( )

*（ ）の行政区には，Ｒ５年４月時点で在籍予定がありません

③②で判断した結果の表が，通学調査で示しました以下の表になります。この表に記載されている行政

区に居住している児童生徒はスクールバスを利用できます。

小学校区 義務教育学校（前期課程）１～６年生 義務教育学校（後期課程）７～９年生

志田小 飯川上，飯川下，上中目 飯川上，飯川下，上中目

高倉小 矢目，（北引田），（南引田），堀込，猪狩， 矢目，北引田，南引田，（堀込），猪狩，

堤根，中沢，古川新田，柳原，（北谷地） 堤根，中沢，古川新田，柳原，北谷地

西古川小 新堀，西古川駅前，耳取，柏崎，斎下， 斎下，（氷室）

（氷室）

東大崎小 成田，三丁目，向三丁目，（大崎北）， 成田，三丁目，向三丁目，（大崎北），

大崎中，大崎南，新田西，新田中， 大崎中，新田西，新田中，新田東，大西

新田南，新田東，大西

④本来のスクールバスの乗車基準は，小学生低学年（１～３年：2km以上），小学校高学年（４～６年

：４km以上），中学生：６km以上になっています。しかし，古川西部地区については，これまでの

スクールバス運行状況や地理的な状況も鑑み，通学部会で検討した結果，前期課程（小学生：2km以

上），後期課程（中学生：3km以上）でスクールバス利用可となりました。

⑤スクールバス利用「対象外」の行政区であっても，個人毎の通学距離が基準を満たしている場合には，

「スクールバス利用可」となります。




